
 

不思議な夢 

 
バスを降りた国道１号 
急いで歩く靴のかかとに 
いつの間にかローラーがついて 
自転車並みの速さで滑っていた 
 
ふと気づくと本当に 
自転車で走っていた 
目の前の国道も 
９号に変わっていた 
 
立ち止まり見渡す風景は 
山の麓にある町並み 
どことなく寂しい静けさに 
ここは一体どこにいるのだろう 
 
 
スーツ姿で歩いてたはずが 
古びたジーンズに白いズック履いて 
いつの間にかモバイルもなく 
時計すらもはめていなかった 
 
しばらく走っていると 
国道８号の標識 
９号と８号は 
直接繋がらないはずが 
 
立ち止まり見渡す風景は 
暗くなっただけのさっきの町 
たくさん走ったはずなのに 
ここは本当にどこなんだろう 
 
途方に暮れたところで目が覚めた 
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